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王
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の
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階
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三
　
木
市
史

西
田
直
二
郎
著

王
朝
の
庶
民
階
級

　
西
田
先
生
が
な
く
な
ら
れ
て
す
で
に
六
年
以
上

の
歳
月
が
な
が
れ
た
が
、
本
書
は
夫
人
が
先
生
の

七
回
忌
を
偲
ぶ
艸
と
し
て
印
刷
に
付
さ
れ
た
、
先

生
の
学
位
論
文
で
あ
る
。
一
世
を
風
靡
し
た
『
日

本
文
化
史
序
説
』
の
ほ
か
、
諸
論
文
は
す
で
に
生

前
『
京
都
史
蹟
の
研
究
』
や
『
日
本
文
化
史
論
考
』

と
し
て
著
雷
に
纒
め
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
学
位
論
文
は
生
前
に
は
つ
い
に

陽
の
目
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
、
、
そ
れ
は
お
そ

ら
く
、
完
壁
を
期
そ
う
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
を
夫
人
が
あ
え
て
印
刷
に
付
さ
れ
た
理

由
を
、
夫
人
は
「
古
く
西
田
の
講
義
を
聴
い
て
頂

い
た
方
々
の
想
い
出
と
し
だ
け
で
な
く
、
今
後
の

若
い
方
々
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
な
ら
ば
、
西
田
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

本
書
は
、
序
説
－
庶
民
階
級
の
研
究
と
文
化
史
、

氏
族
制
度
と
職
業
階
級
民
の
発
達
、
庶
民
の
法
制
、

富
斑
の
発
生
、
平
等
の
観
念
、
都
市
の
生
活
及
住

民
集
中
、
平
安
朝
文
化
と
庶
民
階
級
の
七
章
か
ら

な
り
た
っ
て
い
る
。
右
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

そ
れ
は
庶
民
階
級
に
視
点
を
あ
て
て
、
奈
良
平
安

期
の
文
化
形
成
の
基
盤
を
総
括
的
に
分
析
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
す
で
に
ほ
ぼ
半
世
紀
を
へ
て
い
る

が
、
現
在
私
た
ち
に
も
す
ぐ
れ
た
、
示
唆
に
蕾
ん
だ

部
分
が
少
な
く
な
い
。
と
こ
ろ
で
本
書
で
あ
え
て

庶
民
階
級
を
分
析
の
中
核
に
お
か
れ
た
の
は
「
こ

の
階
級
が
一
般
社
会
生
活
の
上
に
於
け
る
職
能
を

明
ら
か
に
し
、
文
化
発
展
の
上
に
於
て
こ
の
階
級

の
考
察
」
を
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
従

来
の
研
究
に
対
し
て
は
「
庶
民
階
級
に
関
す
る
研

究
の
進
歩
せ
ざ
り
し
最
大
の
原
因
は
民
庶
に
対
す

る
理
解
の
足
ら
ざ
り
し
こ
と
に
あ
る
。
庶
民
階
級

意
識
が
発
達
せ
ざ
る
と
こ
ろ
に
庶
民
階
級
の
正
し

い
研
究
が
興
ら
な
い
」
と
し
、
従
来
の
研
究
の
多

く
が
「
民
衆
の
生
活
は
た
だ
為
政
者
、
偉
人
の
行

動
の
対
象
と
し
て
の
存
在
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な

い
」
と
、
　
「
政
治
史
的
歴
史
観
」
を
す
る
ど
く
批

判
し
、
　
「
従
来
等
閑
視
せ
ら
れ
た
部
分
に
対
し
て

其
価
値
を
認
証
し
て
、
そ
れ
を
正
当
な
る
標
準
ま
　
⑩

で
持
ち
来
た
す
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
、
　
⑲

そ
の
点
か
ら
文
化
史
研
究
と
そ
の
運
動
を
評
価
さ
　
魏

れ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
こ
の
前

後
に
発
表
さ
れ
た
「
平
安
文
化
と
庶
民
階
級
」
（
大

正
七
年
）
、
「
平
安
期
に
お
け
る
貨
幣
の
使
用
及
流

通
に
つ
い
て
」
　
（
大
正
一
五
年
、
い
ず
れ
も
『
日

本
文
化
史
論
考
』
収
）
な
ど
と
密
接
に
関
連
し
て

い
る
。
し
か
し
、
昭
和
に
入
る
と
研
究
の
中
心
は

い
わ
ゆ
る
文
化
的
要
素
の
分
析
に
中
心
が
移
る

一
内
的
に
関
連
す
る
こ
と
は
い
ヶ
ま
で
も
な
い

が
一
の
に
対
し
、
大
正
の
後
半
期
に
は
文
化
を

担
う
畏
衆
・
庶
民
に
視
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
・

と
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
学
位
論
文

の
執
筆
さ
れ
る
四
年
前
、
三
浦
周
行
は
『
国
史
上

の
社
会
問
題
』
を
上
梓
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
社
会
風
潮
と
密
接
な

関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
か
。

　
近
年
よ
う
や
く
、
新
し
い
視
角
に
た
っ
た
平
安

時
代
研
究
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
わ
た

く
し
た
ち
後
輩
は
現
代
社
会
に
立
脚
し
て
本
書
か

ら
多
く
の
も
の
学
び
、
よ
り
学
問
の
進
展
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
生
の
御
冥
福
と
、
夫

人
の
御
多
幸
と
を
お
祈
り
し
て
、
つ
た
な
い
紹
介



介紹

を
と
じ
た
い
。

　
（
A
5
判
　
　
一
六
五
頁

　
非
売
品
）

昭
和
四
五
年
【
一
月
七
日
刊

三
木
市
史

（
佐
藤
　
宗
諺
）

　
三
木
市
は
加
古
川
の
支
流
美
嚢
川
流
域
に
属
す

る
、
旧
三
木
町
・
久
留
美
村
・
別
所
村
・
志
染
村

・
細
川
村
・
口
吉
川
村
が
合
併
し
て
昭
和
二
十
九

年
に
発
足
し
た
市
で
、
金
物
業
で
有
名
な
人
口
四

万
の
小
都
帯
で
あ
る
。
本
書
は
市
制
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
調
査
・
研
究
が
開
始
さ
れ
、
六
年
を

経
て
完
成
さ
れ
た
。

　
本
書
の
特
徴
は
、
通
史
編
と
各
説
編
と
に
ほ
ぼ

二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
史
編
は
コ
ニ

木
市
の
自
然
と
集
落
」
「
伝
承
の
世
界
」
に
続
い

て
、
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
の
三
木
地
方
、

及
び
「
三
木
市
の
発
展
」
の
七
章
か
ら
な
っ
て
い

る
。
最
近
の
地
方
史
字
類
は
歴
史
的
な
叙
述
を
先

史
時
代
の
遺
物
・
遺
跡
か
ら
は
じ
め
る
の
が
普
通

だ
が
、
こ
こ
で
は
「
播
磨
風
土
記
」
・
記
紀
な
ど

に
よ
っ
て
郡
の
起
り
や
伝
説
な
ど
か
ら
説
き
起
し

て
い
る
点
が
変
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
考
古
学
的
な

研
究
の
殆
ん
ど
が
各
説
編
の
方
に
ま
わ
っ
た
た
め

で
、
第
一
二
章
「
古
代
の
三
木
地
方
」
で
古
墳
時
代

の
説
明
が
簡
単
に
な
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

中
世
以
前
の
在
地
の
文
書
が
な
い
た
め
、
中
世
の

章
の
叙
述
は
簡
単
だ
が
、
藤
原
定
家
の
所
領
で
あ

っ
た
細
川
庄
の
興
廃
を
中
心
に
三
木
地
方
の
中
世

史
が
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
近
世
の
三

木
の
町
は
地
子
諸
役
免
許
の
地
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
特
権
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
天
正
八
年
の
秀
吉

の
制
札
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
最
古
の
在
地

文
書
で
あ
る
が
、
落
剥
の
甚
し
い
こ
の
制
札
の
写

真
が
コ
ロ
タ
イ
プ
版
の
口
絵
に
出
て
い
る
。
見
栄

え
の
よ
い
墨
跡
や
肖
像
画
の
代
り
に
こ
れ
を
巻
頭

に
用
い
た
編
者
の
苦
心
が
思
わ
れ
る
。
近
世
の
町

方
の
動
き
は
、
商
人
仲
間
の
組
織
ニ
ニ
木
川
通
船

を
め
ぐ
る
争
論
・
金
物
業
の
発
展
な
ど
、
適
確
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
近
代
を
扱
っ
た
第
六
章
は
、

統
計
表
を
数
多
く
引
用
し
て
く
わ
し
く
叙
述
し
て

あ
る
が
、
三
木
地
方
全
体
と
し
て
の
歴
史
は
「
行

政
区
画
の
変
遷
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

内
容
は
人
口
・
農
業
・
工
業
・
商
業
・
交
通
と
通

信
・
教
育
・
民
生
・
警
察
と
消
防
、
の
各
章
に
分

け
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
「
商
業
」
の

節
の
よ
う
に
現
状
分
析
中
心
の
部
分
と
「
教
育
」

の
如
く
歴
史
的
推
移
中
心
の
部
分
と
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
生
じ
る
と
、
近
代
の
三
木
の
発
展
の
イ
メ

…
ジ
が
ま
と
ま
っ
て
と
ら
え
難
い
き
ら
い
が
あ
る
。

　
各
説
編
は
、
一
「
考
古
学
上
か
ら
み
た
三
木
地

方
（
加
古
川
流
域
）
の
古
代
」
・
附
載
と
し
て

「
吉
田
遺
跡
」
・
「
加
古
川
流
域
須
恵
器
編
年
」
・
「
三

木
市
の
古
窯
と
経
塚
」
、
　
二
「
条
里
制
遺
構
の
分

布
」
二
二
「
三
木
戦
記
」
・
四
「
宝
蔵
と
惣
年
寄
十

河
家
」
・
五
「
鍛
治
屋
と
金
物
問
屋
」
・
六
「
文
化

財
」
・
七
「
民
俗
」
・
八
「
三
木
の
言
語
」
・
九

「
三
木
市
民
の
生
活
圏
」
・
十
「
労
働
力
人
口
と
し

て
み
た
E
木
市
民
」
・
十
一
「
三
木
帯
の
植
物
と

昆
虫
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。
気
附
い
た
点
を
二
・

三
あ
げ
る
と
、
一
は
三
木
市
域
に
こ
だ
わ
ら
ず
加

古
川
流
域
全
般
を
対
象
と
し
た
力
作
で
あ
る
。

遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
く
わ
し
く
紹
介
し
な

が
ら
、
最
新
の
考
古
学
の
理
論
を
援
用
し
て
、
弥

生
時
代
の
「
ム
ラ
」
か
ら
「
地
域
的
政
治
集
団
」

へ
の
発
展
を
東
播
地
方
に
具
体
化
し
、
大
和
政
権

の
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
努
力
を
行
な
っ
て
い

」
る
。
八
は
日
本
言
語
地
図
作
成
の
た
め
に
一
古
老

の
言
語
を
調
査
し
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
く
わ

し
い
調
査
デ
ー
タ
の
紹
介
は
欝
史
と
し
て
は
め
ず

ら
し
い
が
、
方
雷
を
通
じ
て
地
方
色
を
ゆ
た
か
に

誌
面
に
反
映
で
き
る
い
い
企
圃
で
あ
る
。
九
は
商

圏
の
実
地
調
査
報
告
で
、
三
木
現
市
域
が
生
活
圏

163 （901）


